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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
2年に一度実施している委嘱替えの年であり、約１割の委員が新規となったほか、一部地域で欠員（２名）が生じているため

活動が減少したものと考えられる。

総括

見直し方向性 維持

地域における交通安全活動を第１線で率先して行い、交通安全意識を地域に根付かせるために今後も継続

する必要がある。

決算額 784 千円 決算額 785 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
800 千円

最終現計

予算額
800 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 95.7 ％ 達成率 92.3

実績値 8029実績値 9262 回 実績値 8329 回

8699 回目標値 8699 回 目標値 8699 回

実績値 回回 実績値 回

当初
事　項 地域交通安全活動推進委員活動費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要

地域における道路の利用方法の問題等を解決するため、住民理解を深める運動の推進、

交通の安全と円滑に資する活動等を目的とする地域交通安全活動推進委員を委嘱する。

始期 2009

終期

Ｋ  P  Ｉ

委員の活動回数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 8699 回 目標値

６

年

度

要因分析

要因
令和６年度の通知件数1,796件に対し、運転免許の効力停止等を受けた者は1,213人と前年度に比較して微減した。

新型コロナウイルスによる交通流減少に伴い人身事故も毎年３桁台の減少傾向にあったが、交通流の回復に伴い令和６年の

人身事故は前年比-41件と横ばい傾向にあり、行政処分対象者が増加したことが原因と考えられる。

総括

見直し方向性 維持

自動車安全運転センターが行う通知業務は、警察が行う交通事故防止対策と密接な関係を有している。

同センターは、平成15年10月１日に民間法人化され、政府の出資が全面的にカットされた状況にあること

から、今後も補助金による助成をする必要があるため、このまま継続する。

最終現計

予算額
千円

決算額 355 千円 決算額 355 千円千円 決算額 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
355 千円

最終現計

予算額
355 千円

最終現計

予算額

85.9 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 78.8 ％ 達成率

千円

実績値 ％ 実績値 ％

％

実績値 66 ％ 実績値 73.6 ％ 実績値 67.5 ％

％ 目標値 58 ％ 目標値 58R  4  年  度 目標値

令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 自動車安全運転センター通知業務補助金 予算主管課 警察本部

事　業

概　要
交通違反者への累積点数通知業務に要する人件費を補助する。

始期 1977

58 ％ 目標値 58

終期

Ｋ  P  Ｉ

通知（警告）を受けた者が運転免許の効力停止等を受けた割合

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

運転免許電子計算機は、警察庁及び全都道府県警察と接続して運転者管理システムを運用し、県民に安定

したサービスを提供することが目的であり、各種免許業務に必要不可欠であるため、このまま継続する。

決算額 290,322 千円 決算額 286,458 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
298,806 千円

最終現計

予算額
298,710 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

実績値 0実績値 0 件 実績値 0 件

0 件目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件件 実績値 件

当初
事　項 運転免許電子計算機運用費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要

運転免許センター等に設置している運転免許電子計算機のシステム改修や運用等を行

う。

始期 1985

終期

Ｋ  P  Ｉ

システムに関する重大障害事案の発生件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

令和６年度のKPI実績は想定どおりの成果が出ており、令和７年度以降もシステムの重大障害事案を発生さ

せず、県民に安定したサービスを提供するためにはシステムの安定運用が不可欠であることから、事業を

継続する。

決算額 50,343 千円 決算額 54,539 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
52,068 千円

最終現計

予算額
56,253 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

実績値 0実績値 0 件 実績値 0 件

0 件目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件件 実績値 件

当初
事　項 自動車保有手続ワンストップサービス運用費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要

自動車の保有に係る申請手続き（保管場所証明、登録・検査、各種租税の納付等）をオ

ンラインで一括処理できる自動車保有手続ワンストップサービス（OSS）のシステムを

運用する。

始期 2005

終期

Ｋ  P  Ｉ

県警基幹システムに関する重大障害事案の発生件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
令和６年度は電線共同溝事業１区間を実施する予定であり、実施計画どおりに設計していた。

令和６年度は、天山交差点・小坂交差点と大規模交差点における工事であったため、多くの交通整理員が必要となっていた

が、交通整理員不足を理由として入札参加者がいなく、一部が実施できなかったことが目標に及ばなかった原因と考えられ

る。

総括

見直し方向性 維持

令和６年度電線共同溝事業は実施計画時点で工事時期が年度末になっており、交通整理員の確保が難しく

目標が達成できなかった。

令和７年度の執行においては、令和６年度と比較し、実施計画が早いこと・交差点規模が小さいことか

ら、当初想定どおりの成果が期待される。

決算額 6,709 千円 決算額 15,122 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
6,746 千円

最終現計

予算額
85,731 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 11.8 ％ 達成率 19

実績値 19実績値 100 ％ 実績値 11.8 ％

100 ％目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 ％％ 実績値 ％

当初
事　項 電線共同溝整備対策費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要
電線類地中化に伴う交通信号機等の整備を行う。

始期 1987

終期

Ｋ  P  Ｉ

警察が整備すべき交通安全施設の整備率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 100 ％ 目標値

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
横断歩道等については、交通事故の発生状況や通学路等といった道路交通環境を総合的に勘案しつつ、優先度の高いものか

ら整備を推進しているところ、交通量が多く摩耗が激しい大型交差点における長大横断歩道の整備や主要幹線道路等におけ

る夜間作業に伴う施工費用の増加等により、執行額が予算単価を大幅に上回って事業量が減少したことなどが、目標達成に

及ばなかった要因と考えられる。

総括

見直し方向性 維持

令和６年度のKPI実績値は目標値には及ばなかったが、細施策KGIとの相関関係が極めて高く、交通事故防

止を図るための重要施策であることから、このまま継続する。

決算額 224,695 千円 決算額 243,187 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
233,806 千円

最終現計

予算額
262,511 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 80.6 ％ 達成率 78.4

実績値 78.4実績値 100 ％ 実績値 80.6 ％

100 ％目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 ％％ 実績値 ％

当初
事　項 県単独交通安全施設整備事業費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要

道路交通の安全と円滑化を図るため、道路標識・標示や信号灯器等の新設・更新等、交

通安全施設の整備を行う。

始期 1964

終期

Ｋ  P  Ｉ

横断歩道（道路標示）の更新率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 100 ％ 目標値
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

本事業は、道路交通法で定められた違法駐車車両の使用者に対する制裁金（放置違反金）制度の運用に必

要なシステムの維持管理に係る経費であり、違法駐車に係る使用者責任を追及し、放置違反金の徴収を適

正に実施する必要があることから、このまま継続とする。

決算額 23,201 千円 決算額 25,783 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
24,067 千円

最終現計

予算額
26,661 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

実績値 0実績値 0 件 実績値 0 件

0 件目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件件 実績値 件

当初
事　項 放置駐車違反管理システム等運用費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要

適正かつ効率的な放置駐車違反管理業務を推進するため、放置駐車違反に関するシステ

ムを運用する。

始期 2005

終期

Ｋ  P  Ｉ

システムに関する重大障害事案の発生件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
自転車シミュレーターを活用した参加・体験・実践型の交通安全教育を強化したことにより、自転車事故の総数は減少（前

年比-38件）したものの、自転車単独事故が微増（前年比+5）したことが目標達成に至らなかった要因と考えられる。

総括
自転車シミュレーターを活用した参加・体験・実践型の交通安全教育を強化したことにより、自転車利用者の交通安全意識

の高揚が図られ、交通事故総件数に占める自転車事故の割合が昨年と比較して減少したと考えられる。

今後も、更なる交通事故抑止を図るため、交通安全教育を推進する。

見直し方向性

決算額 千円 決算額 3,278 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
3,360 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率 97.6

実績値 20.5実績値 21.9 ％ 実績値 ％

0 ％目標値 20 ％ 目標値 20 ％

実績値 ％％ 実績値 ％

当初
事　項 自転車事故防止シミュレーター整備事業費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要

自転車の交通事故防止に資する効果的な安全教育を実施するため、老朽化に伴い故障が

頻発する自転車シミュレーターを更新整備する。

始期

終期

Ｋ  P  Ｉ

交通事故総件数のうち自転車事故の占める割合

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 ％ 目標値
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千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

本事業は、違法駐車取締りに係る執行力を確保し、良好な駐車秩序を確立させるため、取締り業務の民間

委託に必要な経費であり、道路における危険を防止し、交通の安全と円滑を図るため、このまま継続す

る。

決算額 9,643 千円 決算額 11,090 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
16,096 千円

最終現計

予算額
17,978 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率 100

実績値 0実績値 0 件 実績値 0 件

0 件目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件件 実績値 件

当初
事　項 放置車両確認事務委託費 予算主管課 警察本部

事　業

概　要
良好な駐車秩序の確立を図るため、放置車両確認事務を民間に委託する。

始期 2006

終期

Ｋ  P  Ｉ

駐車監視員活動区域における駐車違反に起因する交通死亡事故件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値


